























































































































































ぞれ平均,1RM の0%で OoC,10%で 0.2±
0.06oC,20%で 0.4±OoC,30%で 0.4±OoC,
40%で 0.4±OoC,50%で 0.54±0.05oC,60%で
0.66±0.08oC であり,運動負荷量と深部温上
昇との問には高い相関関係 (r-0.93)が認めら
れた｡
〔まとめ〕 運動負荷量と深部温上昇との問には
高い相関関係が認められ,また,各被験者問に
は有意の差が認められないことから,深部温の
上昇は最大筋力に対する相対的負荷量に依存す
るといえる｡
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